
(その1)

(ふ りが な>

1政 治 団 体 の 名 称

2主 た る事務 所 の所在地

3代 表 者 の 氏 名

4会 計 責 任 者 の 氏 名

(電話)

(電話)殴

∠一(ふ り が な)こ ん ど う ゆ うこ 、

事務担当者の氏名 近藤 友子

◎収 支 報 告 善)

こんどうかずや こ うえんかい

こんどう和也後援会

平成28

(平成 年 月
石川県七尾市古府町ワ部45-2

〆・『 一、 ㌔

β 黙
簾 隷ジ

..ノ
年分

日開催分)

政 治 団 体 の 区 分
近藤 和也

近藤 友子

口 政 党 口 政 治 資 金 規 正 法 第18条 の2第1項

口 政 党 の 支 部 の 規 定 に よ る 政 治 団 体

口 政 治 資 金 団 体 目 そ の 他 の 政 治 団 体

口 そ の 他 の 政 治 団 体 の 支 部

活 動 区 域 の 区 分

[コ2以 上 の 都 道 府 県 の 区 域 等[ヨ 同 一 の 都 道 府 県 の 区 域 内

ノ

,

資金管理団体の指定の有無 国会議員関係政治団体の区分

日 有

z無

公職の種類

図 政 治資金規正 法第19条 の7第1項

第1号 に係 る国会議員関係政治団体

田 政治資金規正法第19条 の7第1項

第2号 に係る国会議員関係政治団体

公職の候補者の氏名 近藤 和也

(電話)0?67-54-5005

資金管理団体の届出をした者の氏名

公職の種類 前衆議院議員(候補者等)

資金管理団体の指定の期間 国会議員関係政治団体に関する特例の適用期間

平成 年 月 日から

平成 年 月 日まで

平成 年 月 目から

平成 年 月 日まで

言己'

う

蛮

様式番号 団体 コー ド 鎧動 枝番 RECNo. 苧号 届 出年月 日 年牙 年分
1

A 2

3

1

4

0

9

0

lo

1

H

o 1 0

ユ4

0

三5

0 1

17

0

三8 19 鋭 25 26 27

㌧



錨 ○ ○
(そ の2)

収 支 の 状 況
1収支の総括表 正5179G99

収 入 総 額 o 1 0

十億 百万

5 7

干

1 7 0

円

2

(前年からの繰越額) o 2 0 2 7 3 7 0 2

(本年の収入額) 0 3 0 2 9 8 o 0 0

支 出 総 額 0 4 0 3 1 4 9 7 7

翌 年 へ 繰 越 額 0 5 0 2 5 6 7 2 5

2収 入項目別金額の内訳

(1)個 人の負担ずる党費又は会費

金 額 0 6 G

十億 百万 千 円

0

員 数 0 7 G

人

0

(2)寄 附(寄 附の区分で該 当があるものについては(そ の7)、(そ の8)、(そ の9)の 内訳 を添付す るこ と。)

ア 寄 附(イ を 除 く 。)の 区 分 R巳CNO, 金 額 備 考

(ア)個 人 か ら の 寄 附 o 8 0

十億

0

(うち特定寄附) 0 9 G

.

0

(イ)法 入 そ の 他 の 団 体 か ら の 寄 附 1 0 0 G

(ウ}政 治 団 体 か ら の 寄 附 1 1 0 0

小 計(ア)十(イ)十(ウ) 五 2 0 1 2 0 o 0 0

〔寄 附 の う ち 寄 附 の あ っ せ ん に よ る も の 〕 1 3 0 0

ウ 政 党 匿 名 寄 附 1 4 0 0

合 計(ア+イ) 1 5 G 1 2 0 0 0 0

}



○ ∩
nユ4唖
(その3)

(3>機 関紙誌の発行その他の事業による収入

ユ517

事 業 の 種 類
2887

金 額
go99

備 考

ボー リング大会

十{墜 百万

1 7

千

8 o 0

円

0 会費

8 o 0 こ の 頁 の 小 計 1 7 8 0 0 o

9 0 0 合 計 1 7 8 0 0 0

粛 、(注)政 治資金パーテ ィーに係 る収入の うち、特定パーティーについては(そ の10)、あ
っせ んにっいては(そ の11)又 は(そ の12>に もその内訳を記載 して下 さい。

同一の者0か ら200万 円を超 える対価の支払又は



並 ○ ※政癌 。。、。。附。囎 脆
(そ の7)

(7>寄 附の内訳 寄附者の区分 政 治 団 体

15二7

団 体 の 名 称
2887

金 額
9Dg9

年月 日 主たる事務所の所在地

100123

代表者の氏名 備 考

民進党石川県第3区 総支部 層

惟 百万

1 2

千

0 0 0

円

0 28.12.1 七尾市 古府町ワ部45-2 近藤 和也 事務所の
無償提供

8 o 0 こ の 頁 の 小 計 1 2 0 0 0 0 ※

(例)

1王た⇔畢梯肌の膀仕堀」欄の鵡載についてほ、創

は市名又は郡町名を点線の左側に、それ以下を点線の右側に記載 し、
石川県外の場合は都道府県名から市区町村名までを点線の左側に、
それ以下を点線の右{購に記載 して下さい。

1県内の勝1貯

8 1 0 そ の 他 の 寄 附 0

9 o 0 合 計 1 2 0 o 0 0

一
紀入しない

(注)1寄 附の内訳は、同一の者からの寄附で、駕問5万 円を超えるものについて一件ごとに内釈を誉く

2寄 附者ごとに名寄せして記載して下さい。

Oo市10町 ○番○号
茎

又は
ミQ郡O町
10町 ○番 ○号
ミ

こと。それ以外 は 「その他の寄附」 にま とめて書いて もよい。



越CO
(その13)

3.支 出項 目別金額の内訳

(1)支 出の総括表

項 目
,

ユ517

金 額
9099

備 考

1経 常 経 費

(1)人 件 費 0 1 o

十億 百万 千 円

0

(2)光 熱 水 費 0 2 0

1

0

(3)備 品 ・ 消 耗 品 費 o 3 G

.

8 1 7 9 7

(4)事 務 所 費 0 4 0

1

1 2 0 0 0 0

小 計, 8 o 0

.

2 0 1 7 9 7

2政 治 活 動 費

(1)組 織 活 動 、費 0 5 0 1 1 3 ユ 8 0

(2)選 挙 関 係 費 o 6 0 0

(・)機購 ・発行・・他・轍 綴 ≧ 0 7 〔} o

ア 機 関 紙 誌 の 発 行 事 業 費 0 8 0 0

イ 宣 伝 事 業 費 0 9 o 0

ウ 政 治資 金パ ー テ ィー 開催 事 業費 G 9 5 0

エ そ の 他 の 事 業 費 1 G 0 o

(4)調 査 研 究 費 1 1 0 0

(5)寄 附 ・ 交 付 金 1 2 0 0

(6)そ の 他 の 経 費 1 3 0 0

小 計 8 0 1 1 1 3 1 8 0

合 計 9 o 0 3 1 4 9 7 7

(注)本 部又は支部に対 して供与した交付金に係る支出については、各項 臼ごとにその額を備考柵に記戟すること。



∩ ∩
、 一.

..!

(そ の14)※ 資金管理団体及び團会議員関係政治団体のみ作成すること。

(2)経 常経費(入 件費を除く。)の 内訳 贋 目別区分 備品 ・消耗 品費(消 耗品費 〉

支 出 の 目的 金 額 年月 日
支出を受けた者の氏名
(団体にあっては、その名称)

支出を受けた者の住所

(団体にあっては、主たる事務所の所在地)
備 考

ボールペ ン

十偉 百万

1

干

5 0 1

円

2 28.4.13

、

株式会社 ジャス トゴーボ レーション

、

福井県福井市殿下町妬一3

雑貨 2 5 0 0 0 29・4・17
9

株式会輩ベス.ト徽章噛 七 尾市小 島町 ホ63-3.
.

,

こ の 頁 の 小 計 4 0 0 王 2
、

※資金管理団体及び国会議員溺係政治団体以外の団体は、この用紙を提出する必要はあり

ません。

I

rその他の支出」の欄に記載すること。

そ の 他 の 支 出 4 1 7 8 5

舎 計 8 1 7 9 7

(注)人 件費以外の経常経費について、資金管理団体にあっては、1件5万 円以上の支出について、国会議員関係政治団体にあっては、1件1万 円を超 える支出にっいて、
その支出ごとに記載 し領収書等の写 しを添付す ること。それよ り少ない額の支出は一括 してその合計金額 を



CO

(そ の14)※ 資金管理翅体及び国会議員関係政治団体のみ作成すること。

(2)経 常経費(人 件費を除 く。)の 内訳 項 目別区分 事務所費(事 務管理費)

支 出 の 貨的 金 額 年月 日
支出を受けた者の氏名

(団体にあっては、その名称)
支出を受けた者の住所

(団体にあっては、主たる事務所の所在地) 備 考

事務所の借料

十億 百万

1 2

千

0 0 0

円

0 28.12.1 民進党石川県第3区総支部 石川県七尾市古府町ワ部45-2

こ の 頁 の 小 計 1 2 0 0 0 0 ※資金管理団体及び国会議員関係政治団体以外の団体は、この用紙を提出する必要はあり

ません。
そ の 他 の 支 出 0

合 計 上 2 o G G o

(注)人 件費以外の経常経費 について、資金管理団体にあっては、1件5万 円以上の支出にっいて、国会議員蘭係政治団体にあっては、1件1万 円を超える支出について、
その支出ごとに記載 し領収書等の写しを添付すること。それ より少ない額の支出は一揺 してその合計金額を 「その他の支 出」の欄に記載す ること。



ρ ∩
(そ の15)＼ 『『 「'.'

'

(3)政 治活動費の内訳 項目別区分 組織活動費(渉 外費)

支 出 の 嗣的 金 額 年月 日
支出を受けた者の氏名

(団体にあっては、その名称)

支 田を受けた者の住所

(団体にあっては、主たる事務所の所在地) 備 考

■

親睦ボー リング大会使用料

十億 百万

工 0

千

9 3 0

円

0

篭

28。4.三7 ク ァ トロブ ー ム鹿 島 ・ 鹿 島郡 中能登町井 田と1-1・
、 、 、

1

「

こ の 頁 の 小 計 1 0 9 3 0 0 ※政治資金パーティー開催事業の支出は(そ の15)一 パを使用 して報告 して下 さい。

塵

そ の 他 の 支 出 3 8 8 0

合 計 1 三 3 1 8 0

(注)国 会議員 関係政治団体 にあっては、1件1万 円を超える支出について、その支出ごとに記載 し領収書等の写 しを添付す ること。 また1件1万 円以下の支出について

は、一活 してその合計金額 を 「その他 の支出」の欄 に記載すること。国会議員関係政治団体以外の政治団体 にあっては、1件5万 円以上の支 出にっいて、その
支 出ごとに記載 し領収書等 の写 しを添付す ること。また三件5万 円未満の支出にっいては、一括 してその合 計金額を 「その他 の支出」の棚 に記載す ること。



○ ○層「,
U1藍

}1171010【

(その17)

資 産 等 の 状 況

1資 産 等 の 総括 表

資 産 等 の 有 無

資 産 等 の 項 目 別 医 分 有 無 備 考

ア 土 地 口 z

イ 建 物 口 図

ウ 建物 の所 有 を 巨的 とす る地 上権 又 は 土地 の 賃借 権 口 巴

工 取 得 の 価 額 が100万 円 を 超 え る 動 産 o 回

預金(普 通預金及び当座預金を除く。)又 は貯金(普 通貯オ
金を除く。)

口 閉

力 金 銭 信 託 口 箇

キ 有 価 証 券 口 z

ク 出 資 に よ る 権 利 口 図

ケ 貸 付 先 ご と の 残 高 が100万 円 を 超 え る 貸 付 金 口 聞

コ 支 払 わ れ た 金 額 が100万 円 を 超 え る 敷 金 日 z

サ 取得の価額が100万 円を超える施設の利用に関す る権利 口 目

シ 借 入 先 ご と の 残 高 が100万 円 を 超 え る 借 入 金 口 田

(注〉該 当がない場合で もア～シの各区分の無の□の 中に回 と記入す ること。



C ○
(そ の20>

宣 誓 書

添付書類(別 添のとお り)

1 領収書等の写し

2 政治資金監査報告書(国 会議員関係政治団体に限る。〉

この報告書は、政治資金規正法に従って作成 したものであって、真実に相違ありません。

平成29

▼

年2月22日

政 治 団 体 の名 称 こんどう物也後援会

会計責任者 の氏名 近藤

魑

一

友子 ⑳

代 表 者 の 氏 名 ㊥

※ 会計貴任者が記名挿印又は署名すること。

※ 解散の場合のみ代表者も記名押印又は署名すること。



政治資金監査報告書

平成29年2月22ヨ

こんどう私也後援会.

代表 近藤 和也 殿

登録政治難 監査人畠 吾 踊 三
轟 、

章;
輩'

1登 録 番 号 第3213 号

研修終了年月1ヨ 平成22年2月15El

1 監査の概要

(つ 私は、政治資金規正法(以 下「法」という。〉第19条 の13第1項 の規定に基づき、

○ こんどう和也 後援会の平成28年 に係る法第12条 第1項 に規定する収支報告書のすべての

期間を対象として、当該収支報告書並びに当該収支報告書に係る会計帳簿、明細書、

領収書等、領収書等を徴し難かった支出の明細書等及び振込明細書について、支出に

関する政治資金監査を行った。

(2) この政治資金監査は、法第19条 の13第2項 に定めるところにより政治資金

適正化委員会が定める「政治資金監査に関する具体的な指針」(以下「政治資金

監査 マニュアル 」という。)に基 づき行った。

(3) 私の責任は、外部性を有する第三者として、国会議員関係政治団体の会訂資任者

の作成又は徴取した収支報告書並びに当該収支報告書に係る会計帳簿、明細書、

○. 領収書等、領収書等を徴し難かった支出の明細書等及び振込明細喜について、政治

資金監査マニュアルに基づき政治資金監査を行った結果を報告することにある。

(4) この政治資金監査は、こんどう和也 後援会の 主たる事務所において行った。
髄

2 監査の結果

私 が実施 した政治資金監査 の結果は、以下のとおりである。

(1) 法第19条 の13第2項 第 で号に規定する事項について、会講帳簿、明細書 、領収書等、

領収書等を徴し難かった支出の明細書等及び振込明細書が保存されていた。
、

(2) 法第19条 のり3第2項 第2号 に規定する事項について、会謙帳簿には、崇該国会

議員関係政治団体に係るその年における支出の状況が記載され、かつ、当該国会

議員関係政治薗体の会計責任者が当該会計帳簿を備えていた。

嗣



(3)法 第19条 の13第2項 第3号 に規 定する事項について、法第12条 第1項 に規定する

収支報告書は、会訂帳簿、明細書、領収書等、領収書等を徴し難かった支出の明細書等

及び振込明細書に基づいて支出の状況が表示されていた。

(4>法 第19条 の13第2項 第4号 に規定する事項について、領駁書等を徴し難かった

支出の明細書等は、会計帳簿に基づいて記載されていた。

3業 務制限「

こんどう和也 後援会と私との間には、法第可9条の13第5項 の規定に違反する事実はない。

また、こんどう和旬 後援会と政治資金監査の業務を補助した使用人その他の従業者との

間においても、同様である。 (

以 上

《:3

亀


